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　腹部腫瘍の画像診断において，FDG-
PET検査はブドウ糖代謝を通じて病変活
動性を評価できる利点があり，CTやMRI
などの形態画像診断のみでは困難なこと
も多い転移の判断や化学療法の効果判定
に有用性が報告されている。特に，一体
型PET/CT装置を用いたFDG-PET検査
は，装置の性能向上と全国的な普及によっ
て，腹部腫瘍の診断において今やなくて
はならない検査となっている。同じく核医
学検査である SPECT 検査においても，
一体型SPECT/CT装置が普及しつつあ
り，SPECT/CT融合画像の有用性が認
識され始めている。本稿では，腹部腫瘍
の画像診断におけるPET/CT，SPECT/
CTの現状について，主な疾患における有
用性に焦点を絞って述べる。

PET/CT

　近年，一体型PET/MRI装置が登場
し，腹部領域においても有用性が報告
されつつある。しかし，現時点では，必
ずしもPET/CTを凌駕するものではな
いという評価にとどまっている。PETが
得意とする治療効果判定や予後予測に
おいては，腫瘍の活動性を反映した
standardized uptake value（以下，
SUV）に加え，腫瘍の負荷（容量）を反
映したmetabolic tumor volume（以下，
MTV）やtotal legion glycolysis（以
下，TLG）が定量的評価として有用で
あるとの報告が相次いでいる。

1． 大腸がん・直腸がん

　術後の再発診断においてPETの有用
性は以前より報告されていたが，PET/
CT一体型装置を用いることにより，そ
の有用性は向上すると考えられている。
Rappeport1）らは，大腸がんの肝転移の
ある患者において，PET のみでは感度
54％，正診率77％であったのに対して，
PET/CTを用いることにより感度66％，
正診率83％となって，診断能が向上す
ることを報告している。再発予測におい
ても，PETを用いた病変活動性の評価
に期待が寄せられている。Shim2）らは，
大腸がんの肝転移に対して切除術が行
われた245人の術前PET検査において，
転移でのFDG集積（SUVmax）と正常肝
の集積（SUVmean）の比が4 . 3を超える
場合，無増悪生存期間の短縮と有意な
関連があるという多変量解析の結果を
報告している。さらに，多発肝転移があ
り，上記の集積比を満たす病変がある
場合には，予後は最も悪いとしている。
　PETを用いた大腸・直腸病変の評価
では，腸管における生理的集積が問題
となる。偶発的に大腸への集積を認める
確率は3.6％であり，そのうち1/3が内視
鏡検査などで精査されたが，悪性もしく
は境界病変は68％にとどまった。集積
の程度のみでは生理的集積と異常集積
を区別するのは困難であり，遅延相の撮
像で両者を鑑別する必要がある（図1）。

2． 肝がん

　原発性肝腫瘤については，PETの有

用性は乏しいと考えられている。一方，
転移性肝腫瘤については，Lastoria3）ら
は，大腸がん・直腸がんからの転移性肝
がんに対して術前化学・分子標的療法
を行った症例において，治療1サイクル
後のFDG-PET/CT所見と3か月後の
RECISTの計測結果に関して多変量解
析を行った結果，SUVあるいはTLGで
観察される治療効果は，RECISTでの評
価や病理組織における治療効果予測よ
りも無増悪生存期間や全生存期間の予
測に有用であると報告している。また，
Fendler4）らは，大腸がん・直腸がんか
らの転移性肝がんに対する selective 
internal radiation therapy（SIRT）に
よる治療を，FDG-PETを用いて評価し
た結果を報告している。FDG集積に関
連するさまざまな指標を用いた評価のう
ち，MTVやTLGにおける治療効果良
好群では，効果不良群に比して有意に
生存期間が長かった。一方，RECIST
での評価やSUVpeakあるいはSUVmaxは，
予後予測に有用とは言えなかった。これ
らのことより，FDG-PETを用いた治療
効果判定はRECISTよりも有用と考え
られ，さらに，単なるSUVよりも，MTV
やTLGなどの腫瘍容量を考慮した指標
の方が有用であることも明らかとなった。

3． 膵がん

　膵がんの検出において，FDG-PETの
感度は92％，特異度は65％と報告され
ており，CT（それぞれ 87％，96％），
MRI（それぞれ69％，93％）に比して感
度が高い。しかし，慢性膵炎，自己免
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